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研究成果の概要（和文）：　研究目的は、これまで不十分であった甲状腺癌に対する内視鏡下の気管周囲完全郭清が可
能な術式を確立することである。本研究では専用の手術器具やアプローチ法を開発し、従来の内視鏡下甲状腺切除術式
に頭側尾側アプローチによる気管周囲郭清を組み合わせることで、安全で整容性・根治性の高い内視鏡甲状腺癌根治術
が可能となった。
  整容性だけでなくOpen手術と同等以上の高い根治性をもつ甲状腺癌内視鏡手術が開発できたことが最大の成果であり
、本研究期間中に内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術は先進医療Aに認定された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to establish the operative method which enable to 
endoscopic complete lymph node dissection around the trachea for thyroid cancer patients. In this study, 
we developed some original instruments and a new bidirectional approach of video-assisted neck surgery 
(BAVANS). BAVANS is characterized by the ability to perform endoscopic lymphadenectomy under an excellent 
craniocaudal view and allows for easy and safe performance of endoscopic complete lymph node dissection 
in patients with thyroid cancer.
We believe that this method is progressive, and has both cosmetic and curative benefits in endoscopic 
thyroid cancer surgery. Endoscopic thyroid cancer surgery including this method was authorized as 
advanced medical care A by Japanese Ministry of Health, Labour and Welfare during this study registration 
period.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： 内視鏡外科手術　内視鏡下頸部リンパ節郭清　BAVANS
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
●内視鏡下甲状腺手術の歴史 
甲状腺手術は肌の露出する頸部に大きな

手術創が残存する欠点があるが、1998 年に頸
部以外の部位（前胸部や乳輪、腋窩など）に
切開創を置く頸部外アプローチ法による内
視鏡下甲状腺切除術が登場した。ただこの術
式は良性腫瘍摘出には有用であるが、甲状腺
癌に必要な頸部リンパ節郭清については不
十分だった。というのは、胸骨の下側（尾側）
から操作を行うため、甲状腺癌の手術で最も
重要である胸骨上縁付近の深部に存在する
気管周囲のリンパ節の郭清が物理的に不十
分となるためである（下図 1 参照）。そのた
め現在の甲状腺内視鏡手術はリンパ節郭清
の必要な悪性腫瘍には適応不可能な状況で
あった。 
●新しい内視鏡下甲状腺手術術式の開発に関
する我々のこれまでの研究成果 
そこで我々は胸骨上縁付近の気管周囲の完
全郭清が可能で整容性にも優れた術式を追
及した結果、経口アプローチによる全く新し
い甲状腺内視鏡手術術式を開発し、2009 年 9
月より臨床応用を開始した。これは口腔内か
ら前頚部に到達する術式で、これまでの頸部
の尾側からの操作とは 180 度反対の頭側から
尾側方向への操作を行うという斬新な発想
を特徴としていた。しかも口腔内にのみ切開
を加えるため体表面に全く手術創が無い。最
も画期的だったのは、頭側から尾側方向への
操作のため胸骨上縁の深部に存在する傍気
管リンパ節の完全郭清が容易に可能となっ
たことである。この経口アプローチ法に関す
る研究は H23～24 年度の挑戦的萌芽研究に
採択され、その結果オリジナル着脱式鋼線筋
鉤の開発や専用牽引器具などの開発が可能
となり feasibility study としてその安全性を証
明し、原著論文が Surgical Endoscopy 誌に
accept された。 

【図 1】 
 
２．研究の目的 
  本研究の目的は、以前の挑戦的萌芽研究
の終了後、次なるステップとして、現時点で
広く行われている従来の内視鏡下甲状腺切
除術式に、本研究のテーマである頭側尾側ア
プローチによる気管周囲郭清を組み合わせ

ることで、これまで不十分であった内視鏡下
の気管周囲完全郭清を、多くの外科医が簡便
かつ安全に施行可能な術式を確立すること
である。頭側尾側アプローチによる気管周囲
郭清は、甲状腺内視鏡手術の適応を悪性腫瘍
まで劇的に広げられる非常に有望な術式で
あり、術式の確立後は、世界的に普及する可
能性が高い。本研究では、この世界に先駆け
て開発した有用な郭清術式をより安全によ
り簡便に行えるように改良することを目的
とし、そのための新しい手術器機の開発と術
式の Brush up を行う。 
 
本研究の学術的な特色、独創的な点及び予想
される結果と意義 

● 従来の甲状腺手術の常識を覆す頭側か
ら尾側への操作を導入することで、こ
れまで不可能だった気管周囲の十 
分なリンパ節郭清が施行可能。
  

● 甲状腺摘出とリンパ節郭清で異なるア
プローチ法を組み合わせたことで、甲
状腺の摘出は手技の安定している従
来の内視鏡手術法を生かしつつ、確実
な頸部リンパ節郭清を内視鏡下に安
全かつ短時間に施行できる画期的な
手術法。（むしろ Open 手術のリンパ節
郭清を凌駕する確実なリンパ節郭清
が可能）。 

 
３．研究の方法 

本術式を広く普及させるためには、安全
で簡便な操作が行えるような工夫が必
要で、本術式の特性に見合った新しい手
術器具の開発が必須となった。平成 25
年度および 2６～27 年度の 3 年間で、本
術式の最終型を確立する予定であった。
主な開発計画は 下記の①～④である。 

①介付近から前頸部に到達するため
の専用アクセスポートの開発 ②前胸
部から下顎付近までの前頚部に至る皮
下トンネルの内腔保持・周囲組織保護の
ための専用リトラクターの開発 ③す
でに開発した視野確保のための分解・着
脱式鋼線筋鉤のさらなる Brush up ④前
胸部創から挿入し、気管周囲の視野展開
に用いる特殊鉤の開発 

平成 25 年度中にこれらの器具のプロ
トタイプを完成させ、26 年度～27 年度
にかけてこれらの器具の Brush up を行
い、本術式の最終型を確立した。 

 
 ●前研究より得られた知見の新しい臨床応
用（本研究主題の発案） 
前述の如く、前研究での最大の知見は、頭

側から尾側方向への操作を行うことで、甲状
腺癌根治術で最も重要な傍気管リンパ節の
完全郭清が容易に可能であることが解った
点である。 
そこで我々は、多くの外科医が安全かつ簡便



に施行できる内視鏡下甲状腺癌根治術とし
て、この頭側尾側アプローチによる気管周囲
郭清法を従来の前胸部や腋窩アプローチに
よる内視鏡手術に組み合わせた、いわゆる
Hybrid アプローチによる手術法を新たに発
案し、今回の研究主題とした。 この方法は、
これまで安全に広く施行され術式として安
定している前胸部や腋窩アプローチ法を使
ってまず甲状腺を切除した後、頭側尾側アプ
ローチ法による郭清を追加するという、２つ
のアプローチ法の利点を組み合わせた新し
い術式である。本術式により高度なテクニッ
クを必要とせず、幅広い外科医に施行可能な
安全かつ整容性・根治性そして汎用性の高い
甲状腺癌内視鏡手術が可能となる。 
下図は腋窩アプローチ法（甲状腺摘出）に、

頭側尾側アプローチ法（気管周囲の郭清）を
組み合せた Hybrid アプローチ法である。ま
ず腋窩の切開創から甲状腺摘出を行った後、
両側耳介後部からのアクセスポートを使用
して頭側尾側アプローチによる気管周囲郭
清を行う。カメラは Flexible type を用いて、
挿入方向を変えなくても、直視も反転視も対
応できるように工夫する。画像反転処理装置
（購入済）を用いることで、反転時のミラー
イメージを解消できる。 

 
 

 
従来とは逆方向の操作という斬新な発想
の転換に基づいて開発した本郭清法は、
整容性の高い頸部内視鏡手術を気管周囲
リンパ節郭清が必要な、罹患率の高い甲
状腺悪性腫瘍に適応できるという点で画
期的である。これまでリンパ節郭清の問
題で内視鏡手術をあきらめていた甲状腺
癌の患者さんにとっての恩恵は計り知れ
ない。外科医学分野では新たな術式を確
立するのは非常に希少なことであるが、
前研究の口腔アプローチ法に引き続き、
世界に先駆けて開発したこの Hybrid ア
プローチ法を日本から発信できるさらな
るチャンスであり、本術式は今後世界的
に普及する要素を確実に備えている。 

 
 

４．研究成果 
 3 年間の研究で、以下の 4 つの手術器具
を開発した。さらにこれらを用いた手術症
例を集積して feasibility study を行い、本術
式の安全性・有用性を確認し、国内外の学
会発表、論文作成を行った。 
 

1) 耳介付近から前頸部に到達するための専
用アクセスポートの開発 

本術式では郭清の際、耳介付近から下
顎骨下面を通り前頚部に至る直径 3～
5mm 大で長さが 8 ㎝程度の専用皮下挿
入型アクセスポート（内視鏡手術用の鉗
子を挿入用）が必要であったが、これに
ついては市販品が開発されていたため、
それを使用した。 

2) すでに開発した視野確保のための分解・
着脱式鋼線筋鉤のさらなる Brush up 
 前研究（口腔内アプローチによるによ
る新しい内視鏡下甲状腺切除術式に関す
る研究：H23～24 年度 挑戦的萌芽研究）
で開発し、すでに特許申請を行っている
着脱式鋼線筋鉤を、本術式用にアレンジ
した追加バリエーションを作成したが、
これについては、2015 年 9 月、国内特許
を取得した。    
（特許第 5804423 号） 

3) 前胸部創から挿入し気管周囲の視野展開
に用いる特殊鉤の開発 
上記 3）の着脱式鋼線筋鉤と使用用途

は同じであるが、こちらは前胸部もしく
は腋窩の切開創から挿入するタイプの専
用鉤である。3)同様に総頸動脈と管をそ
れぞれ外方に牽引して、気管周囲のスペ
ースを確保するもので、3)を凌駕する操
作性と機能性を期待して、同時に開発し
た。 現在、プロトタイプが完成し、企
業と共同で市販化が間近な状況である。 

4) 先進医療への登録と症例数の蓄積 
2014 年 3 月より、本術式は内視鏡下

甲状腺悪性腫瘍手術の術式のひとつ
として先進医療 A に認定された。 

5) 国内学会での発表 
国内主要学会（日本外科学会、日本内

視鏡外科学会、日本内分泌外科学会など）
のシンポジウムに採用され、本研究成果
を発表した。 
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